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教室に縛って行くネタを数実研にも持って行こう

２０人学級今40人学級
～生徒を動かす取り組みを中心に～
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福島洋一

私の不安 前任枝での具体的授業実践

し善たぜろために少人数の生徒に増単して､手

厚い授業をしていた前任枝から、

4o人学級での標準単位数での

指導｡今までやってきたような

実践をどれだけ生かすことがで
きるだろうか？

｢目標提示」

える、静萎搾似だすために

｢問題をﾀｯｸシールで配布』

｢書く･聞く時間を区切る」

｢パワーポイントでの説明」

４３

今lｐＩＣ

、】聡

JＪＤ

ねらい
生徒の主体的な思考の促進

前述の通りピビっていた私。

どんな生徒たちなのかわからずにとりあえず無
難な講義型授業で様子見をしようと決意。

真剣に話を聞き､理解をしているように見えた
のは１０日間程度。

次第に聞いたふりをしている生徒が多いことに
気がつく。

聞いたふりして､頭はさぼっている生徒を動か
すために､やっぱり活動が必要と思い､実践し
てみました。

進度の保持

（活動によって進度が遅れ､迷惑をかけない
よう､時間配分に注意する｡）

８７



科目:数学Ａ

単元:集合の要素の個数

テーマ:和集合｡補集合の要素の個数

※授業の前半は前時の復習を行いました､後
半の35分程度の内容です

1０

導入 生徒の様子
すぐに座る生徒多数｡周りに確麗して座る生
徒が－部｡全員が1分程度で座った。

形態

全員立たせて､わかった者は座る､わからない
者は座った者から教えてもらう。

愛表問４０人のクラスで

自転車通学１５人、 最後から3番目位に座った生徒に指名

今自転車もバスも使っている生徒がいるからバス通学26人 ￥可き

iif鑿lill1鑿iii1i篝
この状況でいろいろな人数を数えてみましょう！
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① 形態:即席グループ学習
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